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一 公立高等学校配置計画について 
（一）閉校した学校数について 
 久方ぶりの質問ですので、多少胸がどきどき、膝頭
がガクガクしております。皆さんには見えないでしょ
うけれども、緊張感を覚えながら質問させていただき
たいと思うわけであります。 
 先ほど北口議員からも質問がございました。内容に
ついて重複する部分もございますが、併せてまた質問
をさせていただきたいと思うわけでございます。 
 ここ数年の間 私は、こういう質問をする機会が本
当に全くなくて、通告をいたしました件については、
私の選挙区内において、かなりの学校が閉校になった
わけでありました。そのたびに私は、機会が得られず
と言ったら恐縮でありますが、役職が役職でございま
して、質問に立つ機会がなかったわけで、同僚の議員
あるいは各会派の議員の皆さんの質問を聞きながら、
まことに残念だな、あるいはもう少し突っ込んだら良
かったんではないかなと、ということを思いながら、
今日に至りましてやっと質問をすることができるわ
けで、かなりの時間を要するようなことになりますの
でご辛抱願いたいと思うわけであります。 
 それでは、質問に入りますけれども、道教委は、９
月１４日だと記憶しておりますが、教育委員会を開催
いたしまして、平成２２年度から２４年度の道立高校
再編策などを示しました、公立高等学校配置計画を正
式に決定をしたところとだと承知しております。以下
、通告いたしましたように公立高等学校のあり方など
について、数点、お承りをして参りたいと存じます。 
 統計的に見て参りますと、ご承知のように北海道の
人口は平成９年をピークといたしまて、その後は減少
傾向を継続しておりまして、加えて少子高齢化が、全
国平均を上回るスピードで急激な進行を見せている
ことはご承知のとおりでございます。 
 また、札幌市への一極集中化が益々顕著となってお
りまして、地方における市街地の空洞化、そして第１
次産業を基盤とする自治体では、担い手不足が深刻化
しているというような現状にあるわけであります。 
 そのような中で、本道の子どもたちの高校進学率は
９０％を超えておりまして、全国平均よりも高い水準
にあるというふうに認識しているところでございま
す。道教委が作成した「公立高等学校配置計画」によ
りますと、本道の中学校卒業見込み者は平成２２年に
５万１、４６５人、平成２３年は４万８、７６１人と
減少することが見込まれているところであり、その後
におきましても、総じて減少傾向にあることが示され
ているのであります。 
 この計画は、平成１９年度分までは「公立高等学校
適正配置計画」という名称であったことから、これを
略しまして「適配」と呼ばれておりましたけれども、
このあと伺って申し上げますように、過疎地の実態は
、この計画によって進められて参りました高校配置が
、地域の理解と納得が得られる適配、つまり本当に適
正な配置であったかとなると、私は大いに疑問である
と思っております。 
 経過を振り返って見ますと、平成１９年度の適正配
置計画で、募集停止あるいは学校統合の対象となりま
したのは７学級と、過去５年間で最も少なかったもの
と承知をしているところであります。しかしながら平
成２０年度からは、いわゆる特例２間口という扱いが
廃止とされました。地方に存在する小規模校の統合が
、一段と加速し始めたのであります。 
 私は、この時点から自治体の枠を超えましたいわゆ
る新たな段階に入ったものと、つまり過疎地の高校の
切り捨てが始まったものと指摘されましても、道教委
の皆さんは、否定できないものだと考えるも 
 

 
 
（参事（高校配置）） 
 閉校した学校数についてでございますが、北海道の
中学校卒業者数は、昭和６３年には、９２，２２２人
でありましたものが、平成３年には９０，０００人を
切り、さらに今年は、５０，５３７人となり、平成３
年と比べ３５，３７２人が減少し、４１％の減少率と
なっているところでございます。 
 こうした中、公立高校も減少いたしまして、平成３
年度以降、今年度を含め、閉校となる学校は、市町村
立高校７校、道立高校２４校のあわせて３１校となっ
ております。その結果、平成３年度には、２７４校あ
ったものが、途中、２校の新設があったものの、２４
５校となるところでございます。 
 また、空知管内の状況を見ますと、平成３年の中学
校卒業者数は５，９８８人であっりましたのが、今年
は、３，１２０人となり、平成３年と比べ２，８６８
人、全道の４１％を上回る４８％の減少率となってお
り、今年度までの閉校数は１１校となるところでござ
います。 
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のであります。平成２０年度以降の再編につきまして
は、「新たな高校教育に関する指針」を基準として、
市町村の教育関係者や住民の意見を聞く会を開催し
た時点で、次年度の第１学年が３学級以下と見込まれ
る学校を、原則として再編の対象とするという方針を
打ち出したものと理解しております。 
 そこでお伺いをいたします。私が道議会議員になっ
たのは、平成３年でございました。平成３年度以降今
年度まで、全道で閉校になった高校は何校あるのか、
お伺い致します。 
 
（指摘） 
 減少率をいろいろ数字でお聞きしましたが、私の選
挙区である空知管内ももとより、ご承知のように最大
時約９万の人口を要したところでございますが、現在
も４万を割り３万数千人と言うような状況の中で、こ
の数字は理解はするものであります。しかしながらこ
の間、少し知恵が足りなかったのではないかとだけは
指摘させていただきます。 
  
 
（二）地域別検討協議会について 
 次に、地域別の検討協議会についてお伺いをさせて
いただきます。 
 配置計画につきまして、学級削減や再編の考え方を
ただしますと、担当の方からは必ずと言っていいほど
「この内容に関しては地域に対しても、十分に説明を
しております」と聞かされるのであります。 
しかしながら、果たして地域の方々は、その都度十分
に納得したかとなると、これは大いに疑問であります
。 
統廃合のしわ寄せは、常に過疎地に向けられて参りま
した。地元から高等学校が無くなってしまう地域の住
民の間には、何とも言いようのない、やり切れない思
いが蔓延しまして、本当に空しさだけがそこに残され
るのであります。 
 毎年度の地域別検討協議会の内容が公開されてい
ることは、承知致しておりますけれども、改めて昨年
度及び今年度の検討協議会は、いくつの地域で何回開
催され、出席された参加者の方々は、どのような意見
が寄せられたのかお聞かせ願いたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
（指摘） 
 ただ今、御答弁をいただきましたが、時間はどの程
度延べ時間にして開催されたものか私は質問の内容
に入れておりませんでしたけれども、私の知りうる限
りでは、時間制限がありまして、なかなか思うような
意見が言えなかったという声もあったことも皆さん
方に申し上げておきたいと思います。 
 さらに言いづらいことではありますが、教育委員会
の方々はいったん決めたことは曲げられない。という
ことを最初から申し上げていた。という話も聞いてお
ります。これについては、今後ないように強く指摘を
この際させていただきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参事（高校配置）） 
 地域別検討協議会についてでございますが、地域別
検討協議会は、通学区域毎に全道１９会場におきまし
て、毎年２回開催し、市町村長をはじめ、市町村教育
委員会教育長、保護者、教育関係者からご意見を伺っ
てきたところでございます。 
 昨年度及び今年度に開催した協議会における意見
としましては、中学校卒業者数が引き続き減少する中
で、学級減や再編について、一定程度の理解を示すご
意見があった一方で、学級減や再編を受け入れがたい
とする立場から、計画案の内容について再考を求める
ご意見があり、再編対象校を抱える市町村関係者から
は、高校がなくなることにはずっと反対してきた。学
校がなくなれば地域の将来はない。地元高校の募集停
止は、大変残念であるが、 地域全体のバランスをと
った配置の在り方を考えていく必要があるのではな
いか。また、子どもが減る中で、再編で新たに学校を
設けることは適切ではない。地域をよく見て、地域に
必要な既存の学校を維持するという考え方に立つこ
とが必要ではないか。と言ったご意見やまた、保護者
の方々からは新設校がそれぞれの高校の特色をしっ
かり受け継いだ再編をお願いしたい。協議会以外の場
を設け、地域の意見を十分に聞いて欲しい。子どもや
保護者への十分な配慮を求める。地域の事情に配慮し
た指針の見直しを求める。といったものなど様々なご
意見もあったところでございます。 
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（三）閉校に伴う財政負担の軽減について 
 次にですね、この閉校に伴う財政負担の軽減につい
てでお伺いをさせていただきたいと思うわけであり
ます。 
 道教委は財政事情が厳しいために、入学者数が少な
くなれば地域の反対があってもですね統廃合せざる
を得ないので、何とか御理解頂きたいと常にこういう
話をするわけであります。それでは、お伺をいたしま
すけれども、学校１校を閉校することによって、道の
財政負担はどの程度軽減されることになるのでしょ
うか。 
普通科の場合と、最近は私の選挙区の妹背牛、そして
上川管内の中川の商業科も対象となっておりますの
で、商業科も併せてお示しを願います。 
 
 
（四）人件費等について 
 まあ、それは１校閉校することによっての財政負担
の額についてお聞きをしたわけでございますけれど
も、次に関連のございます人件費等についてお伺いを
してからまたその答えによっては、再質問をしたいと
思います。 
 負担軽減される金額は、１校当たり１億５千万円か
ら２億５千万円くらいになる。そのうち人件費が９割
余りを占めて圧倒的に多いということですね。 
人件費と言えば、現在、１学年１学級の高校には、教
員のいわゆる加配措置が行われております。しかし、
この措置は文科省の基準があって行われているもの
ではなく、道教委が独自の措置として行っているもの
であります。つまり、加配された分の教職員給与費は
、国から交付される分があるわけではなくて、全額を
道が自前で負担しております。その金額は年間当たり
、私の記憶では７億円から８億円にもなっていると聞
いているところであります。 
 そこでお伺いをいたすわけでありますが、道立高校
には期限付きを含めまして、在職している教員が何人
いるのでありましょうか。 
また、管理職を含めまして、それら教員の年間給与額
はいくらになっているのか、それは小中学校も含め、
道教委が負担している教員給与費全体の中で、どの程
度の割合を占めているのか、平成３年度及び平成２０
年度の数字をお示し願います。 
 
 
（指摘） 
 ただ今の答弁によりますと、数字をこう見ますと道
教委が総体の予算の中でそれぞれ経費を節減してい
る ということは理解 をするわけでありますけれど
も、しかしながらそこで削減をした分をトータルの予
算の中で、私が議員になってからことさら新しい、そ
の新規事業という目立ったものがないように私は記
憶するわけであります。 
 本来はここで答弁をしてもらおうと思いましたが、
これは新規事業というものが当然あってしかるべき
だと思うし、あるいはこれから質問して参ります内容
にもふれて参るわけでありますけれども、予算の良き
流用について今後検討していくべきではなかろうか
と思いますので、指摘をさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（参事（高校配置）） 
 一校当たりの財政負担についてでございますが、道
立高校の年間運営費は、学科構成などにより差は生じ
ますが、普通科におきましては、１間口校では、約１
億４千６百万円程度であり、人件費を除いた額は、約
１千７百万円程度となっているところでございます。
２間口校では、約２億５百万円程度であり、人件費を
除いた額は、約１千９百万円程度となっているところ
でございます。 
 また、商業学科校においては、１間口校では、約１
億５千５百万円程度であり、人件費を除いた額は、約
１千８百万円程度となっているところでございます。
２間口校につきましては、約２億３千万円程度であり
、人件費を除きました額は、約２千万円程度となって
いるところでございます。 
 
（参事（高校配置）） 
 人件費等についてでありますが、平成３年度及び平
成２０年度の学校基本調査における道立高校の教員
数でございますが、平成３年度は１０，６９２人でご
ざいます。平成２０年度は８，７１５人となっており
ます。また、道が負担する退職手当を含めた年間給与
額は決算額で申し上げますと、平成３年度は１，１６
３億円であり、全教職員の人件費に占める割合は２２
．２％、平成２０年度は９４３億円であり、同じく割
合は、２２．１％となっているところでございます。 
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（五）通学対策について 
 次に、先ほど北口委員の質問を聞いておりましたら
、重複する面がございますから、多少割愛するところ
もございますが、通学対策についてお伺いをさせてい
ただきます。地域の実態について、少しお話をさせて
頂きたいのでありますが、当然、地元の高校が閉校さ
れてしまえば、生徒は止むなく近隣のマチの高校へ通
学せざるを得ないのは事実であります。道教委は「原
則として２学級以下になれば、近 
隣校との再編整備を行う」として、いつもこれだけは
外せないという強い姿勢で臨んでおりますけれども、
近隣校が近い距離にあるならまだしも、相当遠くなる
わけであります。交通費だけでも３万円程度になるな
どという話もお聞きしました。保護者の経済的な負担
も増高するということがあるわけであります。また、
通学時間が長くかかることから、例えば部活動に参加
することが非常に難しくなる、あるいは冬期間は自宅
通学が困難なことから、下宿せざるを得なくなるとい
った生徒が増えているということを聞くわけであり
ます。このため道教委は、昨年度から通学費助成制度
を設けておりますけれども、支給の対象となる基準は
、どのようになっているのか、また、現在、何人くら
いの生徒が助成を受けており、その支給額はどのくら
いになっているのかをお伺いさせていただきます。 
 
 通学対策につきましては、重複した面もございまし
たが、理解をさせていただきました。. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（参事（改革推進）） 
 通学費等補助事業の実施状況についてでございま
すが、本補助事業は、募集停止に伴い、遠距離通学等
となる生徒を対象にいたしまして、通学費や下宿費が
月額13,000円を超える場合で、世帯の人数に応じて定
めた所得基準額、３人世帯の場合は602万円としてお
りますが、これを下回る場合に、補助金を支給するこ
ととしており、下宿費の補助額については、その上限
額を22,000円としているところでござ 
います。 
 この２年間、平成20年度に喜茂別高校他４校、21
年度に浜益高校他３校の合計９校が募集停止となっ
たところでございますが、これらの高校が所在する市
町村の中学校を卒業し、通学区域内にある高校へ進学
した生徒414名のうち、９月末現在で、61名から補助
金の交付申請があったところでございます。 
 このうち、補助要件として設定している所得基準額
を超えていた１名を除く、60名に対しまして交付決定
を行い、その内訳は、通学費補助が48名、下宿費補助
が12名となっているところでございます。 
 また、補助金の支給額につきましては、交付決定の
時点で、一人当たりでみると、年額で最高26万４千円
、最低１万円、平均12万４千円となっておりまして、
総額では750万円程度が見込まれるところでございま
す。 
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（六）地域との関わりについて 
 次に、それぞれの閉校になっていく、あるいは閉校
となりつつある地域との関わりあいについてお伺い
をさせていただきます。 
 私の地元ではですね、空知管内の市町村、さきほど
答弁にもございましたけれども、議員になってからで
すね、十数校がもう閉校されているわけであります。
まさにもう勘弁して欲しいという気持ちでいっぱい
であります。しかしながらですね、決してこれで終わ
りではないというわけではなく、今後も何か閉校が見
込まれる学校があると言われているわけでありまし
て、空知管内に限らず全道で、今日まで高校を守り続
けてきた自治体では、職員を総動員して生徒募集に走
り回る。あるいは生徒に対する先程来お話のありまし
た通学費等の補助金を自治体そのものが措置をする
などして、地元の高校を存続させるために懸命な努力
をしているわけであります。さらにはですね、閉校に
よって、地域に根ざしたさまざまな伝統のある文化活
動や体育活動にも影響が及んでいるのであります。地
域の活性化が著しく損なわれるとともに、過疎化に一
段と拍車をかける結果になっているわけであります。
例えば、道教委の皆さんも御承知と思いますが、沼田
町という町が私の選挙区にあるのですが、そこの一大
イベントに観光資源ともなっております「夜高あんど
ん」というものが、もっともその最たるものだと思う
のでありますが、祭りのなかで大きな役割を担ってき
たのが沼田高校なのであります。このイベントにつき
ましては、幼稚園から高校生までまさに小中高一体と
なって、それぞれが行灯をだしてこの祭りに華を添え
ているのでありますけれども、残念ながら来年からこ
の学校は、閉校になるということで、チームとして参
加することが不可能になって参りまして、まさに若い
力がそこから欠如していくということで、この勇壮な
行事が存続さえ、危ぶまれている状況にあるわけであ
ります。こういう状況を道教委は、どう思われている
のか是非ともお伺いしたいのであります。また、この
ような場合ですね、今後の在り方などについて、本当
に親身になって相談に乗るなど、地域に対して温かい
対応をしてきたのかどうか、併せてお聞かせを願いま
す。 
 
（要望） 
 ただ今、極めて聞く及ぶには、大変すばらしい答弁
のように聞こえますが、一見その背後にはですね、ま
た、次に同じようなケースがあれば、また議員が 
この質問すると同じ答えが返ってくるのではないか
という気がしてなりません。私は、この既にもう決定
しているわけで質問しづらかったのでありますけれ
ども、沼田における今までのその自治体、沼田町ので
すね、努力が非常に著しいものがあったというよりも
、ここにも要請して参りました高校施設の改修という
ことになりますか、決定したものでありますから改修
支援にかかる要望書が出てきておりますが、この前に
ついては、存続をしていただきたいという町全体の想
い、地域全体の想いがですね、連日連夜にわたって、
私ども会派を超えて、陳情に来てですね、それを我々
は、真剣に捕まえて、お答えせざるを得ないわけであ
りますが、そこにはその無念さを感じるわけでありま
す。つまり、あなたたち教育委員会はもんぐり型の答
弁をしていればそれですむのでしょうけれども、私ど
も議員は、よく言われるように地域の声をしっかりと
聞いて、そして対応しなければならないわけでありま
す。ただ単に声を聞いてですね、そしてハイハイわか
りましたということでは、事は済まないのであります
けれども、とにもかくにもこれだけの学校がなくなっ
ていくわけで、私どもはそのたびに前段申し上げまし
たように、ただ議員をやっていることが無念であると
いう空虚感を覚えながら毎回、残念無念で終わってい
るわけでございまして、その心情を我々の心情をあな
たたち教育委員会は、よく理解をしていただいて、今
後も同じようなケースがあれば対応をしていただか
なければならないと思うわけであります。 
 

 
（新しい高校づくり推進室長） 
 地域との関わりについてでございますが、それぞれ
の地域におきまして、地元の高校を支援するため、各
種の取り組みが行われてきていることにつきまして
は、私どもとしても十分承知しておりまして、改めて
そうした取り組みに対しましては、大変ありがたく思
っているということを申し上げさせていただきたい
と思います。 
 高等学校はそれぞれの地域におきまして、生徒の進
路希望、地域や生徒の実態などに対応して特色ある教
育活動を行いますとともに、地域の方々にとりまして
も生涯学習の場や文化の発信の拠点として重要な役
割を果たしておりまして、ただいま、委員からお話の
ありました沼田高校におきましても、毎年、生徒達が
力を合わせ、大きなあんどんを作成し、祭りに参加す
るなど、「夜高あんどん祭り」の一翼を担ってきてい
たと、生徒達の地域への貢献やまた生徒に対します教
育的効果、これは大きなものであったと認識している
ところでございます。 
 このような中、学校の存続への地元の思い、こうい
ったものは受け止めつつも、中卒者数が減少し、今後
も生徒数の増加が見込まれない場合など、子どもたち
に対してまして、一定の教育水準を維持するための再
編を検討せざるを得ないということでございまして、
そういった場合におきましても、事前に地元市町村に
対しまして、十分な説明を行い、ご意見をお伺いしま
すとともに、 計画決定後におきましても、在校生の
教育環境の充実や校舎の利活用などにつきまして、地
元市町村とも相談のうえで対応してきているところ
であり、今後ともしっかりと対応して参りたいと考え
ております。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新しい高校
づくり推進
室参事（高校
配置） 
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  質   疑   ・  質   問 

 
      答             弁 

 
担 当 課       

 
（七）地域経済との関わりについて 
 そこで地域経済との関わりについて、お伺いをして
参りたいと考えております。 
 閉校によりましてですね、地域の経済にもいろいろ
な影響が出て来るわけであります。実はですね、私の
友人がですね学校の近くでコンビニやってたんです
よ。もちろんそこの生徒、在校生が一番のお得意さん
なわけなんですけれども、学校が無くなったために、
全く商売にならなくなっちゃって、まあ年齢が年齢で
もありましたし、まあやめてもいいという気持ちがあ
ったかどうかはわかりませんが、ついにですね店を閉
じてしまいました。そういう実例があります。 
 そしてまた、町の学校にかかわる特に高校ですが運
動具店、それから文房具店はもちろんですが、売り上
げも大幅に減少してきているんですね。そういうさま
ざまな実態があることを、道教委の皆さんは御存知な
んですか。 
 閉校に伴う地域経済への影響について、どのように
認識を持っていたのか、また、このような実態をどの
ように受け止めているのかお伺いをいたします。 
 
（指摘） 
 私は答弁する人が違うんではないかと思うのです
な。新しい高校づくり推進室長なんてという肩書きの
人がですね、地域経済の影響をどう思うか 、新しい
高校づくり、まさに作ることについての答えを出す方
が、今、岸さんかな答弁してもらったんだけれど、こ
れはですね、やっぱりその経済部長をやった教育長が
だな答弁すべきでないかと私は思ったな。どうなんで
すかな。今日は答弁してもらえるよ 
うな態度だけどな。これは打ち合わせ以外のことだけ
どちょっと聞いてくれやおい。お願いしますよ。 
 
（指摘） 
 経済部長をやった教育長ですから、よく北海道の 
隅々１８０市町村、１７９か、昨日合併したもんな。 
そういう自治体をよく承知の上での答弁だと理解を 
いたします。 
  それでね、さきほどの答弁の中で、「少なからず 
影響を与えるものと思う。」と言う程度のそんな生ぬ
るい認識なのですかね。さきほどの沼田高校の夜高あ
んどんにしてもそうなんですよ。地域にとってはどれ
だけ大変なことなのか、まるで深刻さがないような答
弁であったように思われます。 
 道教委の皆さんには、実際には高校がなくなった町
村に行って活気を失った町の実際の状況を様子を見
たことがありますか。今申し上げたコンビニをたたん
だ人から話を聞いたことがありますか。地域の人から
聞いたら馬鹿にするなくらいじゃ済まないんですよ。
私はどうしても閉校するなら、事前にですね地域の経
済への与える影響くらいは、当該市町村とその調査を
すべきをだと思うのですが、地域振興条例ができたの
ですから、こういった地域のために 
何ができるのか、教育長は真剣にですね、知事と直接
談判するくらいのことはやるべきであると強く申し
上げておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（新しい高校づくり推進室長） 
 地域経済との関わりについてということでありま
すが、地域から学校がなくなるということは、生徒や
保護者の方々はもとより、町や地域の方々、地域経済
などに対しましても、少なからず影響を与えることに
なるといった認識を持っているところでございます。 
 しかしながら、一方で中卒者数が急激に減少する中
にありまして、教育水準を維持向上し、充実した教育
を提供するなど子どもたちの教育環境を考えますと、
一定の学校規模を維持のための再編、これもまた避け
て通れない重要な課題であると考えているところで
ございまして、地元市町村にとりましては、大変厳し
いものとはなりますが、そのような考え方のもと、再
編を進めさせていただいているところでございます。 
 
 
 
 
 
 
 
（教育長） 
 ご指摘を受けまして大変恐縮でございますけれど
も、高校がなくなるということと、そのことによる地
域経済との関わり、影響と言うことでございますが、
私としましてもやっぱり学校がなくなるということ
はその地域において、生徒や保護者の方々はもとより
、町や地元の方、あるいは地域経済などに対しまして
も、直接間接も含めて少なからず影響を与えるという
ことは十分認識しているところでござい 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新しい高校
づくり推進
室参事（高校
配置） 
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  質   疑   ・  質   問 

 
      答             弁 

 
担 当 課       

 
（八）今後の再編対象校について 
 次に、今後の再編対象校についてお伺いをしたいと
思います。 
 中学校卒業者数の状況を踏まえまして、学科配置状
況や規模の適正化を図るために、今日まで何度となく
配置計画が策定されてきているのであります。私もこ
の質問をするに当たり、一読させていただいたんです
が、２冊に渡って確かあったと思ったな。これがそう
なんですね。公立高校配置計画、内容を読むと類似し
ているような点が随分多かったんだけれども、この計
画を見ましてもですね、率直に申し上げて、地域の実
情を十分にわきまえたものとは思えないのでありま
す。生徒が減るからと言って単にただ指針に基づいて
、地域の事情を考えずに機械的に統合を進めるという
方法は、私は極めて乱暴であると言わざるを得ないと
私は思っております。 
 道教委の指針に沿って、１学年３学級以下の高校を
再編整備するという基準を適用した場合、今後再編の
対象となる高校は何校ぐらい見込まれるのかお伺い
致します。 
 
（何校って言ってないな） 
 
 
 
（九）計画の見直しについて 
 それでは次にですね、計画の見直しについて、伺っ
て参ります。 
 今聞きましたように平成２４年度にはですね、８４
校が再編整備の対象となるということでありますけ
れども、それでは誠に不親切と言わざるを得ないので
あります。つまり、今年の計画書のどこを見ましても
ですね、そんな数字は書いてない。何のことはない、
各学校ごとに細かく示してあるので、それを拾ってい
ったら、ちゃんと８４校になるということであります
。これでは、都合の悪いことは目に付かないように、
分かりづらくしていると批判されますよ。次回の資料
から、分かり易いものにするよう、求めておきます。 
 さて、ここまで、地元の高校が廃校となることによ
りまして、地域にさまざまな形での影響が及ぶことや
、また、本当に地域の理解が得られた配置計画とはな
ってはいないこと等を申し上げて参りました。 
 私は、これらのことから、地域の実態を十分に勘案
しながら再検討を行うべきであり、この上でこの計画
を見直す必要があるのではないかと考えますがいか
がでしょうか。教育長の見解を求めます。 
 
（指摘） 
 適切に対応して参りますという答弁は幾度となく 
お聞きしているわけでありますが、まさに先ほどから
申し上げているこの２冊、平成２１年度から２３年度
、２２年度から２４年度にわたるこの計画案、この質
問に当たり、随分熟読をさせていただいたつもりであ
りますけれども、この答弁ではとにかく地域の要望は
、確かに確実に直接行って聞いて参りましたというこ
とではありますけれども、先ほど来申し上げているよ
うに、我々が聞いた話すとですね、 
あなたたちがまとめた話とだいぶ違うんで、後ほど相
談をしなければならんことがたくさんありますので、
これは質問になりませんから、言っておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（新しい高校づくり推進室長） 
 １学年３学級以下の学校数ということで、申し上げ
させていただきますと、平成２４年度におきましては
、８４校ということになりますが、「新たな高校教育
に関する指針」におきましては、これらを一律に再編
をするということではなく、１学年２学級以下の高校
については、通学区域における中卒者数の状況、募集
定員に対する欠員の状況、地元からの進学率、こうい
ったことなどを総合的に勘案すると 
ともに、地理的状況等から再編が困難であり、かつ地
元進学率が高い場合は、地域キャンパス校とするなど
地域の実情等にも十分踏まえながら具体的な検討を
進めることとしているところでございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新しい高校づくり推進室長） 
 １学年３学級以下の学校数ということで申し上げ
ますと８４校でございます。 
 
（教育長） 
 計画の見直しということでありますが、この度の配
置計画では、「新たな指針」の考え方に基づきまして
、平成２２年度から２４年度まで３年間の具体的な計
画とその後の４年間の見通しをお示ししているとこ
ろでございまして、その検討に当たりましては、議会
でのご議論はもとより、２回にわたる地域別検討協議
会でのご意見、さらには、直接、地域などへ出向いて
いただいだご意見や、地域事情などを総合的に勘案し
て策定させていただいたものでございます。 
「新たな指針」におきましては、配置計画自体、急激
な中卒者数の増減や生徒の進路動向などに大きな変
化が生じた場合などには、必要に応じて、計画の変更
を行うこととしているものでございまして、今後とも
、この「指針」の考え方に基づき、地域のご意見など
を伺いながら、対応して参りたいと考えているところ
でございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新しい高校
づくり推進
室参事（高校
配置） 
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  質   疑   ・  質   問 

 
      答             弁 

 
担 当 課       

 
（十）新しいタイプの学校の成果について 
 それでは、先ほどの北口委員の質問と重複いたしま
すが、新しいタイプの学校の成果についてお伺いした
いと思います。平成元年には、中学校卒業者がおよそ
９万２千人在籍したものが、少子化の影響で年々卒業
者の減少が著しくなってきております。このため道教
委が、子どもの教育機会を確保することや教育水準の
維持向上などを図るために、小規模校に対しまして、
特色を活かした学校づくりを積極的に奨励してきた
ことは、私も認めるものであります。 
 総合学科や単位制、フィールド制など新しいタイプ
の学科が、次々と導入されているところでありますけ
れども、その効果はどんな形になって現れているのか
、お聞かせ願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 これから、まだまだ新しい成果については出てくる
ことを期待しながら、この質問については終わります
。 
 
（十－ ２）ユニークな学科について 
 次に、ユニークな学科について、お伺いをして参り
たいと思います。つい最近でしたか、９月23日に「高
校生夢一直線」ということで、上下にわたって北海道
新聞に掲載されておりましたけれども、全国でただ１
校サラブレッドを生産している静内農業高校、特色の
ある学校としてこの記事に紹介されております。さら
にまた、村立では、音威子府高校の工芸科が有名であ
ると聞いておりますけれども、私は、単位制などのほ
かに、このようなユニークな学科を生徒の減少が著し
い地方に開設してはどうかと考えます。たとえば、こ
れはアイディアの一つでありますけれども、江差高校
に江差追分学科をつくるとか、ちょっと飛びすぎたよ
うな話で申し訳ないのですが、あそこには近江八声さ
んとか木村香澄さんなどという有名な、いわゆる名人
と称せられる人たちに教えてもらうことができると
思うんです。そうしますと、江差で是非民謡の真髄を
勉強したいというような子どもたちが、全国とは言わ
ず集まってくる可能性が、私はあると思いますが、そ
んな発想がこれからは必要だと思いますが、見解を伺
います。 
 
 
 
 
 
 
 
（再質問） 
 私が申し上げた以外にも、今、答弁の内容を見ます
と、かなりユニークな学科があるということを再認識
させていただいたわけでありますが、新聞を見まして
も、それぞれ、都市型の学校であれば、例えば琴似工
業高校であれば、コンピュータ部がエコカーを製造し
ているなど、それぞれ創意工夫がされているわけであ
りますが、これは、道教委の指導で、こういった、美
唄高校ではファッションショーをするために生活デ
ザイン科があったり、統合されるために道教委が指導
して学科が新設されるんでしょうか。 
 
 
 
 
 

 
（参事（改革推進）） 
 新しいタイプの学校の成果についてでございます
が、総合学科は、平成９年度以降、公立12校で設置し
ており、設置校からは、 
・総合学科の必履修科目である「産業社会と人間」 
を通した適切なガイダンスにより勤労観、職業観 が
育成され、将来を見通した進路選択ができるよ うに
なったこと 
・導入前と比較して、大学進学率や就職決定率が上 
昇し、中途退学率が減少したこと 
などが報告されているところでございます。 
 また、全日制の普通科単位制につきましては、平成
16年度以降、公立13校で導入しており、導入校からは
、 
・生徒の主体的な科目選択、少人数指導や習熟度別 
指導、さらには高大連携の実施などにより、学習 に
意欲的に取り組む生徒が増加したこと 
・導入前と比較して、大学進学率や就職決定率など 
の進路実績が向上したこと 
などが報告されているところでございます。 
 なお、フィールド制につきましては平成20年度から
導入したところでございますので、今後、導入校にお
ける成果や課題等につきまして分析して参りたいと
考えております。 
 
 
 
 
 
（新しい高校づくり推進室長） 
 特色ある学科についてでございますが、学科の設置
に関しましては、社会情勢や産業構造の変化、さらに
は、生徒の学習ニーズの多様化などに応じまして、こ
れらの変化に対応した学科の設置や総合学科への転
換などにより、特色づくりに努めてきているところで
ございます。 
 委員からお話しのありました学科以外にも例を挙
げますと、調理師資格が取得できるコースを設定した
厚岸翔洋高校の海洋資源科ですとか、あるいは介護福
祉士資格の取得を目指す置戸高校の福祉科なども設
置してきているところでございますが、こうした学科
の設置に当たりましては、専門の教員を確保するとい
う観点などからも一定の学校規模が必要であると考
えているところでございます。 
 また、多くの学校におきましては、学科の中に、進
学や就職、芸術や保育といったコースなどを設定した
り、あるいは、学校が独自に目標や内容等を定める学
校設定科目といたしまして、上川高校では「大雪基礎
」といった科目や、池田高校は「十勝学」といった地
域の特色を学ぶ科目を開設するなど、教育課程の編成
・実施に工夫や改善を図りながら地域の産業や文化な
どに関する特色ある教育活動に取り組んでいるとこ
ろでございます。 
 今後とも、こうした取組により、生徒のニーズや時
代の変化に対応した魅力ある学校づくりに努めて参
りたいと考えております。 
 
（新しい高校づくり推進室長） 
 学科の設置についてのお尋ねでありますけれども、
ただいま御質問のありましたような学科につきまし
ては、再編等に際しまして地元からのご意見、あるい
は学校間での協議等によりまして、地域あるいは学校
に合った特色ある学科を設置するとの要望が出て参
りまして、それをもとにこちらで決定しているところ
でございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新しい高校
づくり推進
室参事（改革
推進） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新しい高校
づくり推進
室参事（改革
推進） 
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  質   疑   ・  質   問 

 
      答             弁 

 
担 当 課       

 
（指摘・要望） 
 それぞれの学校が地域と関わり合いを持ちながら、
設立したのかどうかを質問するわけではございませ
んが、先ほど質問の中で申し上げましたように、過疎
地にある学校が閉校されることは、先程来何べんも申
し上げているのですが、例えば学科を変更してどうし
ても存続させたいというような希望が、我々のところ
に、ずいぶん今日まであったのですが、そういった際
に道教委が指導していたかどうかは別なのですが、た
とえば恵庭南高校が、恵庭市そのものが陸上部にずい
ぶん、陸上に興味があるのかどうかはわかりませんが
、恵庭南高、北高ですか、ずいぶんと陸上の高校イン
ターハイにも出て、先般も優勝しているなど、非常に
スポーツ学科が進んでいるんですね。こういった学科
を、グランドがなければ当然スポーツ学科というもの
は構成されないわけですが、いままで私が考えてみる
に、閉校になってきた高校のグランドは、陸連で公認
もできるぐらいのグランドを所有した学校があった
んですね。そういった学校、つまり過疎地にそういっ
た学校があるんであれば、恵庭南高校に倣えとは言い
ませんけれど、何も陸上だけがスポーツだとは言わな
いわけで、その他ユニークなスポーツはいろいろある
わけなんですね。ですから、これからは、幅広く、求
められるものとは別に、その地域に合った学科を是非
指導してやってほしいと思います。 
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  質   疑   ・  質   問 

 
      答             弁 

 
担 当 課       

 
（十一）閉校後の校舎の使用状況と今後の対策につい
て 
 次に閉校後の校舎の使用状況と今後の対策につい
てお伺いをさせていただきます。 
 統廃合のしわ寄せが、常に過疎地に向けられている
ことは先程来申し上げて来ているわけでありますが、
最近では、道教委が一旦示した学級減が取り消された
ケースは、天塩町が通学費を補助することになりまし
て、あるいは通学生の増加が見込まれるとして、天塩
高校の１学級が減になったこと、あるいは、中学校の
卒業生が増加するなどとなりまして、芦別高校及び檜
山北高校が１学級、それぞれ復活した程度であります
が、地元の要望を受けた結果とは言え、かつて道が市
町村立高校の道立移管を受け入れることとした際に
ですね、それぞれの自治体が土地の無償提供や、職員
宿舎の建築などを行ったことを、道教委はどのように
考えるのでしょうか。よもや忘れたとは言わせません
よ。 
 そこで具体的な事例についてお尋ね致しますが、ま
ず三笠高校の場合についてでありますが、三笠高校の
募集停止を受けまして、近く三笠市から道教委に対し
て、市立学校への移管要請が行われる方向であると承
知しております。三笠市長はですね、ご承知のように
教員や教育長を経験された、教育行政には優れた見識
を持っている方でございまして、既に国の構造改革特
区を活用した小中一貫教育を実施するなど、先駆的な
取組を行っているのであります。三笠高校は、特色あ
る高校づくりのために市民一丸となって、食と観光に
特化した高校づくりに貢献しようと努力してきたの
でありますけれども、残念ながら道教委に受け入れら
れなかったためにですね、市立学校に移管しその実現
を図ろうと、改めて市民挙げて運動を展開していると
ころであります。そこでお伺いをいたしますが、道教
委として今後どのように支援をしていく考えか、お聞
かせを願いたい。 
 また、先ほど申し上げた沼田高校についてでありま
すけれども、沼田町は、高校の校舎を活用いたしまし
て、すでに中学校を移転させることを決定しており、
校舎の整備方針をとりまとめていると仄聞するとこ
ろでありますけれども、沼田町に対する今後の支援の
考え方についても、併せてお伺いをさせていただきま
す。 
 
（再質問） 
 三笠高校の市への移管につきましては、地元の要望
に沿って対応すべきであり、設置する学科につきまし
ても、地元の考えが活かされるべきであると考えます
が、見解を伺います。 
 
 
 
 
 
 
（よろしくどうぞお願い申し上げます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（教育次長） 
 閉校後の校舎などについてでございますけれども、
まずさきほど委員からご指摘のありましたかつての
道が市町村立高校から道立移管を受ける際に、それぞ
れの自治体が土地の無償提供ですとか職員宿舎を造
ってといただいたとか、そういったことがありました
ということでございます、それらにつきましては、北
海道の高校振興にとりまして、大変大きな貢献をして
いただいたと感謝しております。 
 それで、次の質問の方の閉校後の校舎などについて
でございますけれども、三笠高校に関しましては、現
在、三笠市において、市立移管の検討を進めており、
１０月からは担当の職員を配置して、具体的な内容の
検討を進めるとお聞きしております。 
 道立学校の市町村への移管につきましては、「新た
な指針」においても、地元市町村から高校を核とした
地域振興や特色ある学校づくりを進めるため、市町村
立高校として設置の要望がある場合は、当該市町村と
移管について協議を行うこととしているところでご
ざいまして、近々、三笠市から正式な要望の予定があ
りますことから、要望の内容を十分お伺いし、道教委
として具体的な検討を進めて参ります。また、平成２
２年３月に閉校となります沼田高校につきましては、
沼田町から施設を中学校として活用する意向が示さ
れておりまして、継続して使用するために、施設の改
修の要望をいただいているところでございます。 
道教委といたしましては、今後、中学校として有効な
活用が図られますよう要望にありますライフライン
の点検補修ですとか建物の機能回復を図るため 
の補修など、町と十分に協議しながら、必要な支援に
努めて参りたいと考えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（教育次長） 
 市への移管などについてでございますが、「新たな
指針」におきましても、市町村立高校として設置の要
望がある場合は、当該市町村と移管について協議を行
うとしているところでありますが、具体的な話が出て
きましたのは、今回が初めてということもあり、近々
、三笠市から正式な要望の予定があることから、学科
転換なども含めまして、市のご意向を十分お聞きし、
道教委として具体的な検討を行うなど、しっかりと対
応して参りたいと考えております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新しい高校
づくり推進
室参事（高校
配置）・ 
（施設課） 
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  質   疑   ・  質   問 

 
      答             弁 

 
担 当 課       

 
（十二) 夢のある教育行政について       
最後に、教育長にお伺いをいたします。少子高齢化・
国際化・情報化などがスピーディーに進行しておりま
すが、人気の高い高校に生徒が集中して、受験競争が
一段と激しくなることや、統合によって募集枠が狭ま
れば生徒の選択の幅も限定されることは明らかであ
ります。また高校が無くなる地域の住民の方々にすれ
ば、自分の家の表札が外されたにも等しい、何とも言
えないやり切れない思いと、ノスタルジーだけが残る
のであります。教育は国家百年の大計と言われており
ます。その成果は商業経済行為などと違いまして、数
値で表れるものではありません。私は、将来を担う子
どもたちに対する未来への投資を誤らないようにす
べきであるという考え方から、道教委には、本道の高
校教育が夢のある、たくましいものとなるような教育
行政を期待するものであります。 
 最後に教育長の夢を伺って、私の質問を終わります
。                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（教育長） 
 本道における教育行政についてでございますが、高
校教育には、生徒一人一人に、将来の夢や希望を叶え
るために必要な資質や能力をしっかり身に付けさせ、
未来を切り拓くことができる人材を育成することが
求められているところでございます。 
 私は、この４月から初めて教育行政に携わらせてい
ただいたところでございますが、私が高校生でありま
した昭和40年頃に比べますと、高校進学率は当時の約
66％から現在では98％を超えており、その反面、少子
化の進展などにより、中学校卒業者数は当時の約14
万人から現在では約５万人となっているなど、本道の
高校教育を取り巻く環境が大きく変わっていると実
感しているところでございます。 
 また、この半年間に機会を捉えまして、普通科、農
業科、工業科などの高校を訪問させていただきました
けれども、そこでは、大きな可能性に満ちあふれた子
どもたちが生き生きと活動している様子や努力して
いる姿を見まして、そうした子どもたちの成長を支え
る教育環境の整備に努めていかなければならないと
いう気持ちを強く持ったところでございます。 
 私としましては、本道の高校におきまして、ふるさ
と北海道を愛し、将来の本道や地域の発展に貢献でき
る人材を育てることが大切であると考えており、さら
に、高い志を抱いて、国内はもとより、世界へと羽ば
たき活躍できる人材を輩出することを期待している
ところでございます。 
 そうしたことが実現できるよう、今後とも、地域の
方々のご理解とご協力をいただきながら、一体となっ
て高校教育の充実・発展に努めて参りたいと考えてお
ります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
新しい高校
づくり推進
室参事（改革
推進） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


